
１１授業改善推進プラン（全体計画）

小29　町田市立三輪小学校

2023年度　授業改善推進プラン（全体計画）

授業改善の重点

学校経営方針（学力向上に関わる要点）

○観察や実験から分かったことをまとめ、意見交
流をして言語活動を充実させ、児童の考えや思い
を伝え合い、高め合う態度を養い学びに向かう力
を育成する。
○プリント等を活用して既習事項の復習を行い、
当該単元の確かめに活用して基礎的・基本的な
知識理解の定着を図る。

○学習カードや学習掲示を活用した確かめや振り返
りでの言語活動を充実させ、考えや思いを伝え合って
高め合う主体的な態度を育成する。
○全ての児童が運動を楽しめるよう、実態に合わせ
て、活動や場の工夫をする。学習の中にトリオやグ
ループでの活動を意図的に取り入れ、主体的に取り
組む態度を育成する。

○始業前のチャレンジタイムを活用し、基礎的・基本的な知識や技能の確かな習得を目指す。
○三輪地域の自然・文化を生かした「ふるさと教育」を全学年ですすめ、地域の一員であるという自覚を養うとともに、郷土に対する愛着や誇りを育む。
○授業のねらいの明示や振り返りなどを通して、学習者としての意識を高めるとともに、つながりタイムを活用して主体的・対話的で深い学びの実現を図る。
ICT機器を活用して、可視化や共有化を図る。

○基礎的・基本的な知識・技能の定着とともに、「ことば」の力を高めるなど学びの基礎を固め、主体的・対話的で深い学びをとおして、学ぶ意欲や思考力・
判断力・表現力等の向上を図る。
○「ふるさと教育」を中心とした自然体験活動や、ＩＣＴ機器を活用した授業改善、小中連携教育など社会の変化に対応した取組を推進し、生涯教育の基礎
となる教育を推進する。

各
教
科
の
指
導
の
重
点

特別活動の
指導の重点

生活科

音楽科国語科

○グループ学習による話し合いを通して、互いの意
見を生かし合いながら考えや思いを伝え合って高め
合い表現を工夫して歌うことに取り組む態度を育成す
る。
○タンギングや息の強さ、運指に気を付けてきれいな
音色で演奏できるよう検定を行い、意欲を高める。

○学習アプリ「navima」を既習事項の復習や確
認のために、授業内での活用をさらに増やし
効果検証を図る。
○授業の終わりの学習の振り返りや家庭学習
で日記を継続的に書かせるなど、全学年で連
携しながら系統的に指導し、書く力を育成す
る。

社会科 図画工作科

○単元ごとに、家族の一員として自分にできることを
話し合い、考えや思いを伝え合って高め合う資質・能
力を育成する。
○どの学習・作業においても自分、友達が安全に取り
組む意識の醸成を図る。
○学習のめあてと振り返りを記入させ、生活に活かせ
る具体的な実践力を育成する。

理科 体育科

振り返りの設定
授業の終わりには学習の振り返りを継続的に書か
せ、書く力を向上させるとともに主体的に学習する
姿勢も育成する。

ＩＣＴ機器の活用 価値ある対話の共有
実物や写真、図などを提示したり、児童の考えを
比較したりする際に、実物投影機やタブレット端
末、プロジェクターを活用し、児童が学習内容の
理解を深められるように視覚的に支援する。

考えを交流する時間「つながりタイム」を設定し、
「自分の考えをもつ」「交流する」という主体的・協
働的な学習活動を全教科・領域で展開する。必
然性のある交流になるように、目的や学習形態
（ペア・トリオ・グループなど）を工夫して学ぶ意欲
を高める。

本
校
の
授
業
改
善
に
向
け
て

特別の教科 道徳の
指導の重点

総合的な学習の
時間の指導の重点

外国語活動（３・４
年）の指導の重点

○グループ学習や発表を効果的に取り入れ、考え
や思いを伝え合って高め合う資質・能力を備えた
児童を育成する。
○体験活動を精選して年間計画を立てる。

外国語科（５・６年生）

○交流的な活動を多く取り入れたり、学習の振り返り
を書かせたりすることで、互いに考えや思いを伝え合
い高め合える資質･能力の育成を目指す。
○授業を公開したり交流したりして、学校全体の研
修･研究体制を充実させ授業改善に努める。

算数科 家庭科

○判断の根拠を明確に示しながら考えを述べた
り、結果を分析して解釈･考察し説明したりする授
業を展開し、考えや思いを伝え合い、高め合う資
質・能力を育成する。
○目的に応じて必要な資料を収集･整理すること
ができる知識･技能や、目的や意図に応じて考え
を表現する力を育成する。

○試行錯誤・交流しながら発想を広げる時間を設け、
考えや思いを伝え合って高め合う資質･能力を育成
する。
○題材のポイントをわかりやすく伝え、意欲を高めるよ
うな掲示物を工夫する。
○長い題材については作業工程を表示し、見通しを
もって取り組めるようにする。

○グループ学習、発
表会を効果的に取り
入れ、自ら設定した
課題解決に向け、目
的や意図に応じて考
えや思いを伝え合っ
て高め合う資質・能
力を備えた児童を育
成する。
◯地域の方の協力
を得て、米作りや里
山の自然を生かした
学習に取り組めるよ
うにする。

○道徳的価値の意
義を理解させ、他者
の多様な考えを受け
止め、考え、認め合
い、振り返る場面を
意図的に取り入れた
授業を創造する。課
題の発見、解決に向
けた主体的・協同的
な学びの中で、児童
の考えや思いを伝え
合って高め合う態度
の育成を図る。

○たてわり活動を通
して異学年のつなが
りの活性化を図る。
高学年のリーダー
シップの基づく異学
年の関わりを通して
思いや考えを伝え
合って高め合う児童
を育成する。

○交流的な活動を
多く取り入れたり、学
習の振り返りを書か
せたりすることで、互
いに考えや思いを伝
え合い高め合える資
質･能力の育成を目
指す。
○授業を公開したり
交流したりして、学
校全体の研修･研究
体制を充実させ授業
改善に努める。

〇習熟の程度に応じた課題解決学習で自分の言葉で表現す
る機会を増やし、児童の考えや思いを伝え合って高め合う力
の育成を図る。
〇思考力･判断力･表現力の育成に向け、図式化したり、立式
方式を工夫したりするなど数学的に考える力を身に付けさせ
る。
〇診断テストの結果を踏まえ、児童の実態に応じた課題に取
り組めるよう、内容を工夫する。
◯東京ベーシックドリルや学習アプリ「navima」を活用し基礎
基本の定着を図る。
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社
会
科

算
数
科

学力調査等の状況

○チャレンジタイムで東京ベーシックドリル
を実施し、既習事項の確実な定着を図る。
○一人一人が数学的な見方・考え方ができ
るよう単元毎にグルーピングを行い、習熟
度別授業を行う。
○個人および小集団で考える時間を増や
すことを通して、学習課題に対して自分の
考えをノートにまとめ、順序だてて説明する
力を育成する。
○学習アプリ「navima」を授業内および家庭
学習で取り入れ、基礎基本の定着を図る。

○判断の根拠を明確に示しなが
ら考えを述べたり、結果を分析し
て解釈･考察し説明したりする授
業を展開し、考えや思いを伝え
合い、高め合う資質・能力を育成
する。
○目的に応じて必要な資料を収
集･整理することができる知識･
技能や、目的や意図に応じて考
えを表現する力を育成する。

〇習熟の程度に応じた課題解決学習で自
分の言葉で表現する機会を増やし、児童の
考えや思いを伝え合って高め合う力の育成
を図る。
〇思考力･判断力･表現力の育成に向け、
図式化したり、立式方式を工夫したりするな
ど数学的に考える力を身に付けさせる。
〇診断テストの結果を踏まえ、児童の実態
に応じた課題に取り組めるよう、内容を工夫
する。
◯東京ベーシックドリルや学習アプリ
「navima」を活用し基礎基本の定着を図る。

　国語からは、文章中の要点をまとめたり、自分の考えを書いたりする力に課題が見られた。算数においても、文章題の正答率がやや低いこ
とが見られ、与えられた情報からどのように立式し、計算していくかというような論理的な思考に課題が見られた。また、図形の問題では、三
角形の面積を、高さと底辺の関係を基に面積の大小を判断し、説明する問題の正答率が１８．８％だった。これらのことから、必要な情報を正
確に読み取る力と、自分の考えを表現する力が課題であることが分かった。今後は、自分の考えを順序だてて説明できるような表現する力を
身に付けさせていくことが必要である。

見えてきた課題

〇地域の学校生活に関わる学
習活動や安全教育を取り入れ
る。
〇気付いたことを絵や文でまと
め、言葉で表現する力を育成す
る。

○チャレンジタイムで東京ベー
シックドリルを実施し、既習事項
の確実な定着を図る。
○家庭学習の内容を学年で揃
えて家庭に周知し、学習内容の
定着を図る。
○学習アプリ「navima」を授業内
および家庭学習で取り入れ、基
礎基本の定着を図る。

〇新聞やポスター、パンフレット
など目的に応じて必要な資料を
収集・整理することができる知
識・技能や、目的や意図に応じ
て考えを表現する力を育成す
る。
〇当該単元の確かめを活用して
基礎的・基本的な知識理解の定
着を図る。

〇資料を効果的に活用し、新聞
やポスター、パンフレットなど目
的に応じて必要な資料を収集・
整理することができる知識・技能
や、目的や意図に応じて考えを
表現する力を育成していく。
〇当該単元の確かめを活用して
基礎的・基本的な知識理解の定
着を図る。

○チャレンジタイムで東京ベーシックドリル
を実施し、既習事項の確実な定着を図る。
○一人一人が数学的な見方・考え方ができ
るよう単元毎にグルーピングを行い、習熟
度別授業を行う。
○個人および小集団で考える時間を増や
すことを通して、学習課題に対して自分の
考えをノートにまとめ、考えを伝え合う力を
育成する。
○学習アプリ「navima」を授業内および家庭
学習で取り入れ、基礎基本の定着を図る。

〇６学年
国語・・学習指導要領の内容で見ていくと、「知識及び技能」の「(１)言葉の特徴や使い方に関する事項」、「(２)情報の扱い方に関する事項」が全国平均を上回った。正答率で見ると、全
国平均を下回るものが多い傾向があり、特に記述式で文章をまとめたり、考えを書いたりする問題については正答率が約５０％、無回答率が２０％であった。しかし、送り仮名に注意して
漢字を文の中で正しく使う問題では、正答率が９１％と高い数値で日ごろの学習の積み重ねの成果が感じられた。
算数・・算数は全ての項目で全国平均を上回る結果だった。学習指導要領の領域「B図形」が他項目に比べて課題が見られたが、「Dデータの活用」では、全国だけでなく、東京都の平
均も上回っていた。全体的に東京都の平均を下回った項目も、平均値に近い正答率だった。

年度当初に設定した重点 低学年 中学年 高学年
各教科における課題を改善するための指導の重点

国
語
科

○学習アプリ「navima」を既習事
項の復習や確認のために、授業
内での活用をさらに増やし効果
検証を図る。
○授業の終わりの学習の振り返
りや家庭学習で日記を継続的に
書かせるなど、全学年で連携し
ながら系統的に指導し、書く力を
育成する。

〇学習アプリ「navima」を既習事
項の復習や確認のために、チャ
レンジタイムでも活用する。
〇文章と自分の体験とを結び付
けて、感想や考えをもたせてい
く。
〇授業の終わりの学習の振り返
りを継続的に書かせ、書く力や
主体的に学習する姿勢を育成
する。

〇学習アプリ「navima」を既習事項の
復習や確認のために、チャレンジタイ
ムでも活用する。
〇文章を読んで理解したことに基づ
いて、感想や考えをもたせていく。
〇各単元において自分の考え書か
せたり、文章中の要点をまとめさせた
りていく。
〇授業の終わりの学習の振り返りを
継続的に書かせ、書く力や主体的に
学習する姿勢を育成する。

〇学習アプリ「navima」を既習事項の復習
や確認のために、チャレンジタイムでも活用
する。
〇国語辞典を持たせ、すぐに調べられる環
境を整え、語彙を増やしていく。
〇文章を読んで理解したことに基づいて、
感想や考えをもたせていく。
〇各単元において自分の考え書かせたり、
文章中の要点をまとめさせたりていく。
〇授業の終わりの学習の振り返りを継続的
に書かせ、書く力や主体的に学習する姿勢
を育成する。

○観察や実験から分かったこと
をまとめ、意見交流による言語活
動を充実させる。
○予想、実験、考察、まとめを行
いながら主体的に課題を解決し
ていく力を育成する。
○自分の考えの理由や根拠を
明確にし、話し合いの際に説明
できるようにする。

○科学的な見方を育てるため
に、動植物とかかわる学習活動
や自然の不思議さに気付く活動
を取り入れる。
○気付いたことを絵や文でまと
め、言葉で表現する力を育成す
る。

理
科

○観察や実験から分かったこと
をまとめ、意見交流をして言語活
動を充実させ、児童の考えや思
いを伝え合い、高め合う態度を
養い学びに向かう力を育成す
る。
○プリント等を活用して既習事項
の復習を行い、当該単元の確か
めに活用して基礎的・基本的な
知識理解の定着を図る。

○観察や実験から分かったことをまと
め、意見交流による言語活動を充実
させる。
○予想、実験、考察、まとめを行いな
がら、複数の考えや調べて得られた
情報を比較したり、関連付けたりして
考え、主体的に課題を解決していく
力を育成する。
○自分の考えの理由や根拠を明確
にし、話し合いの際に説明できるよう
にする。

授業をデザインする８つの取組について

価値ある対話の共有

ICT機器の活用

振り返りの設定

　考えを交流する「つながりタイム」を設定し、「自分の考えをもつ」「交流する」という主体的・協働的な学習活動を全教科・領域で展開する。
必然性のある交流になるように、目的や学習形態（ペア、トリオ、グループなど）を工夫して学ぶ意欲を高める。

　考えを交流する手段の一つとしてICTを活用する。スプレットシートに考えを記入し、即座に友達との意見を共有したり、ジャムボードを用
いてグループ内での意見をまとめたりすることで活発な意見交流のある学習を行う。

　授業の終わりに、学習の振り返りを書かせることで、書く力を向上させるとともに、主体的に学習する姿勢も育成する。
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体
育
科

○学習カードや学習掲示を活用
した確かめや振り返りでの言語
活動を充実させ、考えや思いを
伝え合って高め合う主体的な態
度を育成する。
○全ての児童が運動を楽しめる
よう、実態に合わせて、活動や
場の工夫をする。学習の中にトリ
オやグループでの活動を意図的
に取り入れ、主体的に取り組む
態度を育成する。

○学習掲示や振り返りでの言語
活動を充実させ、運動遊びにお
ける工夫や考えたことを伝える力
を養う。
○全ての児童が運動を楽しめる
よう、実態に合わせて、活動や
場の工夫をする。
○体を動かす遊びを友達と協力
して行い、意欲的に運動しようと
する態度を養う。

○学習カードや学習掲示を活用した
確かめや振り返りでの言語活動を充
実させ、自己の運動や健康の課題を
見付け、その解決についての考えや
思いを伝える力を養う。
○全ての児童が運動を楽しめるよう、
実態に合わせて、活動や場の工夫を
する。
○各種の運動の楽しさや喜びに触
れ、すすんで運動に取り組もうとする
態度を養う。

○学習カードや学習掲示を活用した
確かめや振り返りでの言語活動を充
実させ、自己の運動や健康の課題を
見付け、その解決のための方法や活
動を伝える力を養う。
○全ての児童が運動を楽しめるよう、
実態に合わせて、活動や場の工夫を
する。
○各種の運動の楽しさや喜びを味わ
い、すすんで運動を工夫し、協力し
て取り組もうとする態度を養う。

家
庭
科

○単元ごとに、家族の一員として
自分にできることを話し合い、考
えや思いを伝え合って高め合う
資質・能力を育成する。
○どの学習・作業においても自
分、友達が安全に取り組む意識
の醸成を図る。
○学習のめあてと振り返りを記入
させ、生活に活かせる具体的な
実践力を育成する。

○単元ごとに、家族の一員として自
分にできることを話し合い、考えや
思いを伝え合って高め合う資質・能
力を育成する。
○どの学習・作業においても自分、
友達が安全に取り組む意識の醸成
を図るため、持ち物の管理や準備・
片付けの徹底を図る。
○学習のめあてと振り返りを記入さ
せたり、自分自身で成果物を作るこ
とで、生活に活かせる具体的な実践
力を育成する。

外
国
語
科

○交流的な活動を多く取り入れ
たり、学習の振り返りを書かせた
りすることで、互いに考えや思い
を伝え合い高め合える資質･能
力の育成を目指す。
○授業を公開したり交流したりし
て、学校全体の研修･研究体制
を充実させ授業改善に努める。

〇外国語による対話活動や発表
を効果的に取り入れ、お互いの
考えや思いを伝え合う場を設定
することで、コミュニケーションの
素地を育成する。
〇外国語の背景にある文化に対
する理解を深め、他者に配慮し
ながら主体的に外国語を用いて
コミュニケーションを図ろうとする
態度を養う。

図
工
科

○試行錯誤・交流しながら発想
を広げる時間を設け、考えや思
いを伝え合って高め合う資質･能
力を育成する。
○題材のポイントをわかりやすく
伝え、意欲を高めるような掲示物
を工夫する。
○長い題材については作業工
程を表示し、見通しをもって取り
組めるようにする。

○試行錯誤・交流しながら発想
を広げる時間を設け、自他の造
形活動の面白さや楽しさを味わ
えるようにする。
○題材のポイントをわかりやすく
伝え、意欲を高めるような掲示物
を工夫する。
○視覚教材を活用し、見通しを
もって活動に取り組めるようにす
る。

○試行錯誤・交流しながら発想
を広げる時間を設けることで、自
他の造形活動のよさや面白さに
気付けるようにするとともに、す
すんで取り組めるようにする。
○題材のポイントをわかりやすく
伝え、意欲を高めるような掲示物
を工夫する。
○視覚教材を活用し、見通しを
もって活動に取り組めるようにす
る。

○試行錯誤・交流しながら発想
を広げる時間を設けることで、自
他の造形活動のよさや美しさに
気付けるようにするとともに、主
体的に取り組めるようにする。
○題材のポイントをわかりやすく
伝え、意欲を高めるような掲示物
を工夫する。
○視覚教材を活用し、見通しを
もって活動に取り組めるようにす
る。

音
楽
科

○グループ学習による話し合い
を通して、互いの意見を生かし
合いながら考えや思いを伝え
合って高め合い表現を工夫して
歌うことに取り組む態度を育成す
る。
○タンギングや息の強さ、運指
に気を付けてきれいな音色で演
奏できるよう検定を行い、意欲を
高める。

〇グループ学習による話し合い
を通して、意欲的に楽しく音楽と
関わり、様々な音楽に親しませ
る。
〇それぞれの曲に合った音楽表
現を楽しみ、意欲をもって取り組
めるようにする。

〇グループ学習による話し合い
を通して、互いの意見や思いを
伝えあい、意欲的に音楽と関わ
り、様々な音楽に親しませる。
〇音楽表現を楽しみ、意欲を
もって取り組ませる。タンギング
や息の強さ、運指に気を付け
て、きれいな音色で演奏できるよ
うにする。

〇グループ学習による話し合い
を通して、互いの意見や思いを
伝えあいながら、主体的に音楽
と関わり、様々な音楽に親しませ
る。
〇曲想と音楽構造について理解
をするとともに、タンギングや息
の強さ、運指に気を付けて、きれ
いに響く音色で演奏できるように
する。

生
活
科

○グループ学習や発表を効果
的に取り入れ、考えや思いを伝
え合って高め合う資質・能力を
備えた児童を育成する。
○体験活動を精選して年間計画
を立てる。

〇グループ学習や発表を効果
的に取り入れ、お互いの考えや
思いを伝え合う場を設定するな
どして、互いに高め合う資質や
能力・能力を備えた児童を育成
する。
〇体験活動を通して、年間計画
を立てる。

各教科における課題を改善するための指導の重点
年度当初に設定した重点 低学年 中学年 高学年



⑮-2授業改善推進プラン（中間改善計画）

外
国
語
活
動

○交流的な活動を多く取り入れ
たり、学習の振り返りを書かせた
りすることで、互いに考えや思い
を伝え合い高め合える資質･能
力の育成を目指す。
○授業を公開したり交流したりし
て、学校全体の研修･研究体制
を充実させ授業改善に努める。

〇歌やゲームなどの交流的な活
動を多く取り入れたり、学習の振
り返りを書かせたりすることで、お
互いに考えや思いを伝え合い高
め合う。
〇授業を公開したり交流したりし
て、学校全体の研修・研究体制
を充実させ授業改善に努める。

〇歌やゲームなどをの交流的な
活動を多く取り入れたり、学習の
振り返りを書かせたりすることで、
互いに考えや思いを伝え合い高
め合える資質・能力の育成を目
指す。
〇授業を公開したり交流したりし
て、学校全体の研修・研究体制
を充実させ授業改善に努める。

特
別
活
動

○たてわり活動を通して異学年
のつながりの活性化を図る。高
学年のリーダーシップの基づく
異学年の関わりを通して思いや
考えを伝え合って高め合う児童
を育成する。

〇たてわり活動を通して異学年
のつながりの活性化を図る。
〇友達と仲良く助け合い、学級
生活を楽しくしようとする態度を
養う。

〇たてわり活動を通して異学年
のつながりの活性化を図る。
〇友達と協力し合って、楽しい
学級生活をつくるとともに、日常
の生活や学習に進んで取り組も
うとする態度を養う。

〇たてわり活動を通して異学年
のつながりの活性化を図る。
〇友達と信頼し支え合って、豊
かな学級生活をつくるとともに、
日常の生活や学習に自主的に
取り組もうとする態度を養う。
〇学校全体のリーダーとして、学
校のためにどんなことができるか
考え、下級生の手本となろうとす
る意識を育成する。

特
別
の
教
科
 

道
徳

○道徳的価値の意義を理解さ
せ、他者の多様な考えを受け止
め、考え、認め合い、振り返る場
面を意図的に取り入れた授業を
創造する。課題の発見、解決に
向けた主体的・協同的な学びの
中で、児童の考えや思いを伝え
合って高め合う態度の育成を図
る。

○道徳的価値の意義を理解さ
せ、他者の多様な考えを受け止
め、考え、認め合い、振り返る場
面を意図的に取り入れた授業を
創造する。課題の発見、解決に
向けた主体的・協働的な学びの
中で、児童の考えや思いを伝え
合って高め合う態度の育成を図
る。

○道徳的価値の意義を理解さ
せ、他者の多様な考えを受け止
め、考え、認め合い、振り返る場
面を意図的に取り入れた授業を
創造する。課題の発見、解決に
向けた主体的・協働的な学びの
中で、児童の考えや思いを伝え
合って高め合う態度の育成を図
る。

○道徳的価値の意義を理解さ
せ、他者の多様な考えを受け止
め、考え、認め合い、振り返る場
面を意図的に取り入れた授業を
創造する。課題の発見、解決に
向けた主体的・協働的な学びの
中で、児童の考えや思いを伝え
合って高め合う態度の育成を図
る。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

○グループ学習、発表会を効果
的に取り入れ、自ら設定した課
題解決に向け、目的や意図に応
じて考えや思いを伝え合って高
め合う資質・能力を備えた児童
を育成する。
◯地域の方の協力を得て、米作
りや里山の自然を生かした学習
に取り組めるようにする。

〇調べ学習を中心とし、自ら設
定した課題解決に向けて、調べ
た情報から必要な情報を正確に
読み取れるよう育成する。また
ワークシート等を工夫し、目的や
意図に応じて考えや思いを伝え
合って高め合う資質・能力を備
えた児童を育成する。

〇地域の方の協力を得て、米作
りや里山の自然を生かした学習
を通して、地域の特性や他教科
との関連性、横断的なカリキュラ
ムを設け、体験的な活動をもとに
した自分の考えや思いを伝え合
う資質・能力を備えた児童を育
成する。

各教科における課題を改善するための指導の重点
年度当初に設定した重点 低学年 中学年 高学年


